
仕
事
と
生
活
の
両
立
に
つ
い
て
、
若
い
世

代
の
育
児
休
業
（
以
下
、
育
休
）
の
取
得
や

働
き
方
に
対
す
る
現
状
と
考
え
方
を
見
な

が
ら
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た｢
若
年
層
に
お

け
る
育
児
休
業
等
取
得
に
対
す
る
意
識
調

査｣

か
ら
、
全
国
の
18
～
25
歳
の
若
い
世
代

の
意
識
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

若
い
世
代
の
育
休
取
得
の
希
望
と
現
実

育
休
取
得
に
対
す
る
意
識
は
、
男
女
と
も

に
８
～
９
割
が
取
得
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
令
和
５
年
の
調
査
に
よ
る
と
、

男
性
の
育
休
取
得
率
は
上
昇
傾
向
で
は
あ
り

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
低
い
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
■ 

育
休
取
得
状
況
の
就
職
活
動
へ
の
影
響

Ｑ
． 

就
職
活
動
を
す
る
に
あ
た
り
、
企
業
の

育
休
取
得
状
況
が
企
業
選
定
に
影
響
を

与
え
る
か

Ａ
．
企
業
の
育
休
取
得
情
報
を
重
視
す
る

（
回
答
の
一
部
）

　
　
男
性
63
・
３
％
、
女
性
76
・
７
％

Ｑ
． 

仮
に
男
性
の
育
休
取
得
実
績
が
な
い
企

業
に
就
職
し
た
い
か

Ａ
．�

就
職
し
た
く
な
い
（
回
答
の
一
部
）

　
　
男
性
57
・
３
％
、
女
性
65
・
１
％

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
意
識
調
査
の
結

果
か
ら
、
育
休
の
取
得
し
や
す
さ
が
、
企
業

選
定
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

■ 

男
性
の
育
休
取
得
の
メ
リ
ッ
ト

男
性
が
育
休
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
個
人

や
家
庭
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
に
も
良
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

家
庭
で
の
メ
リ
ッ
ト

▼ 

夫
婦
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活

発
に
な
り
、
良
好
な
夫
婦
関
係
を
構
築

▼ 

家
事
育
児
だ
け
で
な
く
、
家
計
を
二
人

で
担
う
こ
と
で
、
経
済
的
不
安
が
軽
減

▼ 

女
性
の
育
児
不
安
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
な

ど
に
好
影
響

▼ 

女
性
の
就
労
継
続
、
昇
進
意
欲
、
社
会

復
帰
へ
の
意
欲
維
持

職
場
で
の
メ
リ
ッ
ト

▼ 

男
性
の
育
児
参
加
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

職
場
の
雰
囲
気
が
変
わ
る

▼ 

仕
事
の
進
め
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
る

　
・ 

業
務
引
き
継
ぎ
の
際
に
、
業
務
の
棚

卸
し
、
見
え
る
化
を
行
う
こ
と
で
、

｢

本
当
に
必
要
な
業
務｣

が
分
か
る

　
・ 
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
に
よ

り
、
業
務
の
属
人
化
も
解
消

▼
仕
事
の
効
率
性
が
向
上

　
・ ｢

残
業
し
な
い｣

意
識
で
業
務
を
行

う
こ
と
で
、
業
務
効
率
が
向
上
、
長

時
間
労
働
の
抑
制

■ 

働
き
方
に
対
す
る
意
識

社
会
に
出
た
後
の
働
き
方
に
つ
い
て
の

質
問
で
は
、
若
い
世
代
は｢

仕
事
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
も
両
立
す
る｣

、｢

時
間
内
で
密
度
濃

く
働
く｣

と
い
う
働
き
方
に
働
き
が
い
を
強

く
感
じ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
右
の
グ
ラ
フ
と
は
別
に
、
仕
事
と

育
児
の
両
立
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
男
女

と
も
に
約
９
割
の
方
が
、｢

仕
事
も
育
児
も

熱
心
に
取
り
組
み
た
い｣

と
答
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
に

つ
い
て
の
質
問
で
は
、
男
女
と
も
に｢

お
金

の
問
題｣

が
最
も
多
く
、
次
に
男
性
は
、｢

結

問
合
先
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯
学
習
・

　
　
　
　
ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（
内
線
４
７
４
１
）

仕
事
も
生
活
も
両
立
で
き
る

～
柔
軟
な
環
境
づ
く
り
に
み
ん
な
で
取
り
組
も
う
～

■働きがいを感じる　■どちらかというと働きがいを感じる
■どちらかというと働きがいを感じない　■働きがいを感じない
出典：厚生労働省「若年層における育児休業等取得に対する意識調査（令和６年）」

以下の「社会に出た後の働き方」についてどのように感じますか？
100（％）0 20 40 60 80

48.7 42.5 6.4 2.4
仕事もプライベートも両立する仕事もプライベートも両立する

41.3 45.9 10.5 2.3
定時で退勤／休みは取得するけれどもその時間内は密度濃く仕事をする定時で退勤／休みは取得するけれどもその時間内は密度濃く仕事をする

24.67.4 38.2 29.8
定時や休みに関係なく仕事のみに注力する定時や休みに関係なく仕事のみに注力する

21.58.3 26.343.9
仕事はほとんどせず、プライベートにのみ全力で向き合う仕事はほとんどせず、プライベートにのみ全力で向き合う

育休をどの程度取得したいと思いますか？

■取得したい　■どちらかというと取得したい
■どちらかというと取得したくない　■取得したくない
出典：厚生労働省「若年層における育児休業等取得に対する
　　 意識調査速報値（令和６年）」

【女性】
取得意向＝91.4％

【男性】
取得意向＝84.3％

39.4％

6.3％6.3％
9.4％9.4％4.8％4.8％

3.8％3.8％

44.9％

24.6％
66.8％

出典：厚生労働省「雇用均等基本調査（令和５年）」

育休取得率の推移

女性　　男性

0
H25 R5R4R3R2R1H31H30H29H28H27H26

20

40

60

80
70

50

30

10

100
(%)

90 83.683.6

83.083.0

86.686.6

81.581.5

81.881.8

83.283.2

82.282.2

83.083.0

81.681.6

85.185.1
80.280.2

84.184.1

1.891.89 2.032.03 2.302.30 2.652.65 3.163.16 5.145.14 6.166.16 7.487.48
12.6512.65 13.9713.97

17.1317.13

30.1030.10
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婚
相
手
の
働
き
方
の
問
題｣

、
女
性
は｢

自
分

の
働
き
方
の
問
題｣

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
経
済
的
な
理
由
だ
け
で
な

く
、
働
き
方
も
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
選
択

に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

■ 

働
き
方
の
希
望
を
叶
え
る
た
め
に

若
い
世
代
が
望
む
働
き
方
の
た
め
に
、
育

休
制
度
な
ど
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
男
性
の
育
休
取
得
率
は
未
だ

に
低
く
、
女
性
の
育
児
と
キ
ャ
リ
ア
の
両
立

が
難
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
原
因
と
し
て
、
職
場
で
の｢

性
別
役

割
分
担
意
識｣

が
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
誰
も
が
育
休
を
取
得
し
、
仕
事

と
生
活
の
両
立
を
実
現
し
て
、
生
き
生
き
と

働
く
環
境
を
作
る
た
め
に
は
、
性
別
役
割
分

担
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※�

性
別
役
割
分
担
意
識
と
は
、｢

男
は
仕
事
、

女
は
家
庭｣

と
い
っ
た
、
個
人
の
能
力
と

は
関
係
な
く
、
性
別
を
理
由
と
し
て
役
割

を
分
け
る
考
え
方
で
す
。

■ 

育
児
や
家
事
は
誰
の
役
割

内
閣
府
が
実
施
し
た
、
育
児
や
家
事
の
役

目
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
20

～
30
代
の
男
性
で
は
妻
も
夫
も
同
様
に
と
い

う
意
見
が
多
い
一
方
、
50
代
以
上
の
男
性
で

は
、
女
性
の
役
割
と
い
う
意
見
が
多
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
世
代
間
に
意
識
の
大
き

な
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で

育
っ
て
き
た
社
会
的
環
境
や
経
験
な
ど
か
ら

の
影
響
や
思
い
込
み
か
ら
生
じ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

無
意
識
の
思
い
込
み

こ
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
男
性
に｢

育

児
に
参
加
し
た
い｣

と
い
う
思
い
が
あ
る
一

方
、
内
閣
府
が
行
っ
た｢

性
別
に
よ
る
無
意

識
の
思
い
込
み
に
関
す
る
調
査
（
令
和
４
年

度
）｣

で
は
、
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
も
強
く

性
別
役
割
分
担
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
、
左
の
項
目
で
女
性
よ
り

も
男
性
の
方
が｢

そ
の
よ
う
に
思
う｣

と
回

答
す
る
傾
向
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。

▼ 

デ
ー
ト
や
食
事
の
お
金
は
男
性
が
出
す
べ

き
だ

▼
男
性
は
人
前
で
泣
く
べ
き
で
な
い

▼ 

男
性
な
ら
残
業
や
休
日
出
勤
す
る
の
が
当

た
り
前
だ

　ま
た
、
男
性
に
こ
の
よ
う
な
性
別
役
割
の

意
識
や
思
い
込
み
を
直
接
言
っ
た
り
、
言

動
や
態
度
か
ら
感
じ
さ
せ
た
り
し
た
の
は
、

｢

父
親｣

、｢

男
性
の
知
人
、
友
人｣

、｢

職
場

の
上
司｣

と
の
回
答
が
多
く
、
世
代
に
よ
っ

て
も
意
識
の
差
が
大
き
く
な
り
、
生
活
全

体
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

■ 

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

世
論
調
査
よ
り
、
男
性
が
積
極
的
に
育

児
な
ど
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、｢

職
場

の
上
司
や
周
囲
の
理
解
を
進
め
る
こ
と｣

や｢

業
務
効
率
向
上
や
多
様
な
働
き
方
の

普
及
で
、
仕
事
以
外
の
時
間
を
よ
り
多
く

持
て
る
こ
と｣

、｢

男
性
自
身
の
抵
抗
感
を

な
く
す
こ
と｣

が
必
要
だ
と
多
く
の
人
が

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　誰
も
が
仕
事
と
生
活
の
両
立
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
育
休
取
得
中
に
職
場
を
支
え
る

周
り
の
従
業
員
を
適
正
に
評
価
す
る
仕
組
み

を
つ
く
る
な
ど
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
職
場

全
体
で
の
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
柔
軟
な
職

場
環
境
を
つ
く
り
、
職
場
で｢

育
児
期
間
中

の
女
性
は
重
要
な
仕
事
を
担
当
す
べ
き
で
は

な
い｣

な
ど
の
無
意
識
の
思
い
込
み
で
判
断

す
る
の
で
は
な
く
、
個
人
と
し
て
の
評
価
や

本
人
の
考
え
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

誰
も
が
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
、
働

き
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
な
職
場
づ
く

り
に
み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■妻の役割である　■基本的に妻の役割であり、夫はそれを手伝う程度　■妻も夫も同様に行う
■基本的に夫の役割であり、妻はそれを手伝う程度　■夫の役割である　■どちらかできる方がすればよい
■その他　■分からない

出典：内閣府「家族と地域における子育てに関する意識調査（平成25年）」

「育児や家事は誰の役目だと思うか」　男性世代別の回答

40代

50代

60代

70代

30代

20代

0 100（%）908070605040302010

26.6% 43.8%

43.6%

42.6%

38.2%

31.7%

29.3%

10.6%

7.5%

7.1%

1.2%

0.7%1.4%

19.1%

12.8%

1.8% 25.0% 0.1%1.6%

3.2%

3.5%

11.4%

19.3%

20.7% 39.8%

40.4%

39.8%

41.1%

34.0%

出典：内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査（令和４年）」

今後、男性が育児や介護、家事などに積極的に
参画していくために必要なことは

18～29歳
30～39歳

（％）

（％）

18～29歳
30～39歳

18～29歳
30～39歳

18～29歳
30～39歳

男性による育児・家事などについて、職場での上司や周囲の理解を進めること

労働時間の短縮や休暇制度、テレワークなどのICTを利用した多様な働き方
を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

男性

女性

男性

女性

63.6
69.3

78.9
77.9

52.3
55.9

62.9
57.9
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